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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビルの骨組（４０）に固定されるように意図され、鉱さい綿のパネル（２０）と、この
鉱さい綿のパネルの支持部（１０）を有する少なくとも１つの第１の防音アッセンブリ（
１）とを具備する防音ビルの構造体であって、前記支持部（１０）は、距離ｐだけ離間し
て１対を成す１つの下部セクション部品（１１）と１つの上部セクション部品（１２）と
からなり、各部品は、互いに向かい合うウェブ（１３，１４）と、この協働するウェブに
対して直角に曲げられたフランジ（１５，１６）を有し、これらフランジは、同一平面内
にあって互いに向かい合い、前記鉱さい綿のパネル（２０）は、前記セクション部品（１
１，１２）の前記複数のウェブ（１３，１４）間に収容されており、前記セクション部品
のフランジ（１５，１６）の外面に固定された硬いパネル（３０）をさらに具備する構造
体において、前記上部セクション部品（１２）は、前記ウェブ（１４）の一側で前記フラ
ンジ（１６）と平行かつ逆向きに、前記ビルの骨組（４０）に前記防音アッセンブリ（１
）に取着けるように意図された第２のフランジ（１６ａ）を有し、前記下部セクション部
品（１１）は、前記フランジ（１５）と平行かつ逆向きに、組立ストリップ（１７）を有
し、また、前記上部セクション部品（１２）は、前記ウェブ（１４）を前記固定フランジ
（１６ａ）に接続する溝（１８）を有しており、そして、前記第１のアッセンブリと組立
てられるように意図された第２の防音アッセンブリの下部セクション部品の組立ストリッ
プ（１７）が、前記第１のアッセンブリの上部セクション部品の溝（１８）に装着される
ことによって、協働するように意図されていることを特徴とする構造体。
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【請求項２】
　前記下部セクション部品（１１）と前記上部セクション部品（１２）とは、前記アッセ
ンブリの上部セクション部品が、前記第１の防音アッセンブリと組立てられるように意図
された第２の防音アッセンブリの下部セクション部品と協働するように、相補形状を有す
ることを特徴とする請求項１に記載の構造体。
【請求項３】
　前記下部セクション部品（１１）は、前記ストリップ（１７）と連続して前記フランジ
（１５）と向かい合うフランジ（１５ａ）を有し、また、前記上部セクション部品（１２
）は、前記ウェブ（１４）から前記溝（１８）の底部を離す側面（１６ｂ）を有し、そし
て、前記鉱さい綿のパネル（２０）は、前記下部セクション部品の前記フランジ（１５，
１５ａ）と前記上部セクション部品の側面（１６ｂ）との間で固定されていることを特徴
とする請求項２に記載の構造体。
【請求項４】
　ビルの骨組（４０）に固定されるように意図され、鉱さい綿のパネル（２０）と、この
鉱さい綿のパネルの支持部（１０）を有する少なくとも１つの第１の防音アッセンブリ（
１）とを具備する防音ビルの構造体であって、前記支持部（１０）は、距離ｐだけ離間し
て１対を成す１つの下部セクション部品（１１）と１つの上部セクション部品（１２）と
からなり、これらセクション部品は同一で、各セクション部品は、ウェブ（１３，１４）
と２つのフランジ（１５，１５；１９）とを備えたＵ字セクションを有し、これらフラン
ジは、平行で前記ウェブに対して直角に延出し、また、それぞれの前記Ｕ字面の開端部が
前記セクション部品間に前記鉱さい綿のパネル（２０）が閉じられるために互いに向かい
合うようになっており、また、前記セクション部品のフランジ（１５，１６）の外面に固
定された硬いパネル（３０）をさらに具備する構造体において、前記防音アッセンブリ（
１）は、少なくとも２つの固定部品（５０，６０）によって、前記ビルの骨組（４０）に
固定され、これら固定部品（５０，６０）の間で、前記セクション部品（１１，１２）が
保持され、また、これら固定部品（５０，６０）の少なくとも１つは、前記骨組（４０）
に固定されるように意図され、前記固定部品（６０）は、Ｉ形状セクションを有し、また
、固定面（６１）と、この固定面に平行な保持面（６２）と、前記固定面をこの保持面に
接続し、かつ上部チャネル（６０ａ）及び下部チャネル（６０ｂ）を規定する接続面（６
３）とを有し、前記固定面（６１）は、上端（６１ａ）で前記ビルの骨組に固定されるよ
うに意図され、一方で、前記下部チャネル（６０ｂ）は、前記防音アッセンブリ（１）の
上部エッジ面の一部分を収容しており、前記上部チャネル（６０ａ）は、前記第１のアッ
センブリの上方に装着されるように意図された第２の防音アッセンブリの下部エッジ面の
一部分を収容するように意図されていることを特徴とする構造体。
【請求項５】
　前記固定部品（５０）は、ウェブ（５１）と、このウェブの両側で互いに向かい合う固
定フランジ（５２）及び保持フランジ（５３）を有し、前記固定フランジは、前記ビルの
骨組（４０）に固定されることと、このフランジに当接する前記下部セクション部品のフ
ランジ（１５）を有することが意図され、一方で、前記部品のウェブ（５１）は、前記下
部セクション部品のウェブ（１３）を収容し、前記保持フランジ（５３）は、前記部品の
適所に位置した前記防音アッセンブリを保持することを特徴とする請求項４に記載の構造
体。
【請求項６】
　前記硬いパネル（３０）は、前記セクション部品間の距離ｐと等しい高さを有すること
を特徴とする請求項５に記載の構造体。
【請求項７】
　前記硬いパネル（３０）は、シート状の石膏ボードであることを特徴とする請求項１な
いし６のいずれか１に記載の構造体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
本発明は、ビルの骨組に固定されるように意図され、鉱さい綿のパネルとこの鉱さい綿の
パネルの支持部とを備えた少なくとも１つの防音アッセンブリを有する防音ビルの構造体
に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ビルの防音は、通常、マス－スプリング－マス形式（ｍａｓｓ－ｓｐｒｉｎｇ－ｍａｓｓ
　ｔｙｐｅ）の構造体を用いて達成され、この形式の例が、文献ＥＰ０９２１２４２に開
示されている。このような構造体は、２つのマスから組立てられ、各マスは、硬いアッセ
ンブリから構成され、前記スプリングを形成するエアギャップと協働された、ガラスウー
ルのような鉱さい綿のパネルによって離間されている。これら２つの硬いアッセンブリは
、各々を前記ビルの骨組の各側に位置され、この骨組、もしくは骨組に取着された金属レ
ールに機械的に固定されている。これらアッセンブリは、Ｕ字形の断面を有するシート状
の金属トレイからなり、質量の影響を改善するために、ロックウール（ｒｏｃｋ　ｗｏｏ
ｌ）のような鉱さい綿のパネルで前記Ｕ字形の内側が裏打ちされている。
【０００３】
前記文献に記載された構造体は、前記硬いアッセンブリが、中継の固定手段を必要としな
いで、前記ビルの骨組、もしくは前記骨組と協働する金属レールに直接固定されることを
効果的に可能とする。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、この構造体は、シート状金属の性質と前記硬いアッセンブリのトレイ形状のため
に、削減することが望まれる経費がかかる。
【０００５】
さらに、前記壁の性質に関することとは別に、前記ビルの防音性能は、厚さと、スプリン
グ及びダンパーの性質と、前記構造体の単位面積あたりの質量とに関係し、この構造体は
、支持部に挿入された鉱さい綿の量と、支持部のシート状金属の性質とによって与えられ
る。にもかかわらず、単位面積あたりの質量は十分でないことがあり、したがって、防音
性能を改善するために、例えばシート状の石膏ボードなどのトレイの底部へ追加のフィル
タを付け加えることが必要で、かくして、前記構造体の経費がさらにかさむ。
【０００６】
したがって、本発明の目的は、防音構造体、特にマス－スプリング－マス形式の構造体で
、高い防音性能と、前記ビルの骨組に固定される構造体の形式における単純さとの効果を
保持したまま、全経費を低くする構造体を提供することである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明に関し、前記防音構造体は、前記支持部が、距離ｐだけ離間して１対を成す１つの
下部セクション部品と１つの上部セクション部品とからなり、各部品は、互いに向かい合
うウェブと、この協働するウェブに対して直角に曲げられたフランジを有し、これらフラ
ンジは、同一平面上にあって互いに向かい合い、前記鉱さい綿のパネルは、前記セクショ
ン部品の前記複数のウェブ間に収容されることを特徴とし、また、前記防音アッセンブリ
は、前記セクション部品のフランジの外面に固定された硬いパネルを具備する。
【０００８】
底部に位置された追加の石膏ボードのシートを有する従来技術のシート状の金属トレイに
は良くあることであるが、この構造体は、前記防音材が、所定の厚さの向かい合う他のア
ッセンブリを加える必要がなく、単位面積あたり十分な質量を直接得ることができる。
【０００９】
前記セクション部品の第１の実施の形態に関し、上部セクション部品は、前記ウェブの一
側で前記フランジと平行かつ逆向きに、前記ビルの骨組に前記防音アッセンブリに取着け
るように意図された第２のフランジを有する。
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【００１０】
都合の良いことに、この実施の形態において、前記下部セクション部品及び上部セクショ
ン部品は、前記アッセンブリの上部セクション部品が、前記第１の防音アッセンブリと組
立てられるように意図された第２のアッセンブリの下部セクション部品と協働するように
、相補形状を有する。
【００１１】
前記セクション部品の第２の実施の形態に関し、下部セクション部品と上部セクション部
品は同一で、各セクション部品は、Ｕ字面の開端部が互いに向かい合うＵ字セクションを
有するように、前記フランジと平行な追加のフランジを有し、前記前記セクション部品間
に前記鉱さい綿のパネルが閉じられるようになっており、また、前記防音アッセンブリは
、少なくとも２つの固定部品を用いて、前記ビルの骨組に固定され、前記固定部品の間に
前記セクション部品が保持され、これら固定部品の少なくとも１つは、前記骨組に固定さ
れるように意図されている。
【００１２】
本発明の他の特徴及び効果は、図面を参照して、以下の記載において説明される。
【００１３】
【発明の実施の形態】
第１の実施の形態に係る図１に記載された防音アッセンブリ１、及び第２の実施の形態に
係る図２に記載された防音アッセンブリ１は、ビルの垂直な壁に適用並びに装着されるよ
うに意図されるが、同様に、音の絶縁を果たすために、床もしくは天井と適正に関連され
ることもできる。
【００１４】
これらアッセンブリ１は、図３に示されているように、マス－スプリング－マス形式の防
音構造体に特に用いられる。これら構造体は、金属製のポスト、もしくはポストに接続さ
れた垂直な金属レールによって形成されたビルの骨組４０の両側に、防音アッセンブリ１
を有し、これら防音アッセンブリ１は互いに上下に取着けられ、前記構造体の各面に対し
て、この構造体の各々のマスを構成し、また、これらマスは、ガラスウールなどの鉱さい
綿のパネル４１から構成されたばねによって、エアギャップ４２により離間されている。
【００１５】
各防音アッセンブリ１は、金属製の支持部１０、鉱さい綿のパネル２０、並びに前記アッ
センブリのマスに与えられ、好ましくはシート状の石膏ボードから形成された硬いパネル
３０を有する。
【００１６】
防音アッセンブリは、一般に、唯一実行される作業が、ビルの骨組に装着させて固定する
だけであるように、予め組立てられて搬送される。アッセンブリのディメンジョンは、高
さ４００ｍｍで長さ３．２５ないし８ｍであり、この長さは、前記骨組の２つの固定用ポ
ストの間の距離に対して調整される。アッセンブリの幅は、支持部１０の幅及びシート状
の石膏ボード３０の幅によって定められ、前記セクション部品の幅は、鉱さい綿のパネル
の幅７０ｍｍを収容するように調整され、また、現行の基準に係る５０ｄｂ（Ａ）を超え
るために、骨組の防音材全体に単位面積あたり十分な防音アッセンブリのマスを与えるよ
うに、シート状の石膏ボードは、１２．５もしくは１５、あるいはまた１８ｍｍの厚さに
なっている。
【００１７】
防音アッセンブリ１の支持部１０は、同一平面上に位置されて距離ｐだけ離間した、１対
を成す１つの下部セクション部品１１と１つの上部セクション部品１２であり、これらの
間には、前記鉱さい綿のパネル２０が位置されている。前記下部セクション部品１１と上
部セクション部品１２とは、他方と面しているウェブ１３，１４と、これら協働するウェ
ブに対して垂直で、互いに向かい合っているフランジ１５，１６をそれぞれ有する。
【００１８】
本発明は、前記セクション部品の形状による防音アッセンブリ１の２つの実施の形態の間
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の区別をつけ、さらにビルの骨組に固定するための２つの異なるシステムを紹介する。
【００１９】
第１の実施の形態（図１）において、前記下部セクション部品１１は、前記ウェブ１３の
一側部で前記フランジ１５の反対側に、このフランジと平行で同じ方向にあるフランジ１
５ａを有し、内側に前記鉱さい綿のパネル２０が閉じられるＵ字セクションを形成するよ
うになっている。開端１５ｂから離れた前記フランジ１５ａの連続部として、前記セクシ
ョン部品１１は、後で理解されるように、他の防音アッセンブリ１と協働する長手方向の
組立ストリップ１７を有する。
【００２０】
第１の実施の形態において、上部セクション部品１２は、前記ウェブ１４の一側部に、前
記フランジ１６と平行であるが反対方向にある他のフランジ１６ａを有する。このフラン
ジ１６ａは、下部セクション部品から離れて向かい合っている凹状の側部を備えた溝１８
によって前記ウェブ１４に接続され、この溝の下部は、前記ウェブ１４と平行であって、
このウェブ１４を含む平面より下方に位置されている。前記ウェブ１４から前記溝１８の
下部を分離している側面１６ｂは、前記２つのセクション部品の間に挿入された鉱さい綿
のパネル２０を適所に固定する役割を果たしている。
【００２１】
図６に示されているように、第１の防音アッセンブリのセクション部品１２の溝１８は、
この第１のアッセンブリの上方に取着けられることを意図された、他の防音アッセンブリ
に属する下部セクション部品１１の組立ストリップ１７を収容するように意図されており
、前記第２のアッセンブリの下部セクション部品１１のウェブ１３は、前記第１のアッセ
ンブリの上部セクション部品１２のウェブ１４に当接する。
【００２２】
前記鉱さい綿のパネル２０は、２つの前記ウェブ１３，１４、前記フランジ１５，１５ａ
，１６、並びに側面１６ｂの間の下部セクション部品１１と上部セクション部品１２との
２つの間に挿入されて閉じられる、あるいは接合される。
【００２３】
前記硬いパネル３０、すなわちシート状の石膏ボードは、この石膏ボードに関しては、前
記セクション部品のフランジ１５，１６の外面に配置され、下部エッジ３１と上部エッジ
３２が、それぞれ前記セクション部分のウェブ１３，１４と同一平面上にあるような高さ
を有する。
【００２４】
前記パネル３０は、接合、ねじ留め、あるいはまた、くぎ止めなどのあらゆる公知の手段
によって固定されている。
【００２５】
この第１の実施の形態に関し、前記防音アッセンブリ１は、タッピンねじなどの公知の固
定手段によって、上部セクション部品１２の近くの前記ポスト４０に、前記フランジ１６
ａの開端１６ｃと近接して固定されている。
【００２６】
前記上部セクション部品のフランジ１６ａは、下部セクション部品のフランジ１５ａより
高いが、第１のアッセンブリ上に第２の防音アッセンブリを取着するとき、前記上端１６
ｃに向かって配置された固定手段が、前記組立ストリップ１７が溝１８へ取着される間、
前記第１のアッセンブリの上部セクション部品のフランジ１６ａに対する前記第２のアッ
センブリの下部セクション部品のフランジ１５ａのプレッシングを妨害しない程度の高さ
である。
【００２７】
本発明の第２の実施の形態（図２）において、問題は、同一な部品で、商業的に利用でき
、また、横断部分がＵ字形である下部セクション部品１１と上部セクション部品１２とを
、支持部１０として用いることであって、前記２つのセクション部品は、それぞれ前記ウ
ェブの他側上にあるフランジ１５，１６と平行な２つのフランジ１９を有し、前記２つの
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Ｕ字の開口部は、前記パネル２０が前記２つのセクション部品間に収容されることができ
るように互いに向かい合っている。
【００２８】
シート状の石膏ボードからなる前記硬いパネル３０は、それぞれ下部及び上部セクション
部品のフランジ１５，１６の外面に固定され、この高さは、下部エッジ３１及び上部エッ
ジ３２が前記セクション部品のウェブ１３，１４と同一平面上にあるように、調整されて
いる。
【００２９】
下部の固定部品５０（図４）及び中継の固定部品６０（図５）は、このビルの骨組の第２
の実施の形態に関して製造された防音アッセンブリを固定するために装着されている。別
の実施の形態のように、前記中継の部品６０は、下部の固定部品５０と同一な部品と交換
されることができる。
【００３０】
第１の別の形態において、前記下部の部品５０は、地表近くに位置される第１の防音アッ
センブリを単に固定するのに用いられ、前記下部の部品５０は、前記下部セクション部品
１１と協働する。前記中継の部品６０は、前記第１のアッセンブリの上方に取着けられた
防音アッセンブリを固定するための手段として作用し、この中継の部品６０は、一方で、
前記第１のアッセンブリの上部セクション部品１２と協働し、他方で、この中継の部品６
０の上方に位置された他方のアッセンブリの下部及び上部セクション部品と協働する。
【００３１】
前記下部の固定部品５０は、ウェブ５１と、このウェブの両側において、このウェブに対
して直角で、互いに向かい合っている固定フランジ５２と保持フランジ５３とを有する。
前記ウェブ５１の幅は、防音アッセンブリの幅よりかなり広い。
【００３２】
図７に示されているように、前記部品５０は、前記第１の防音アッセンブリを収容するよ
うに、最初に装着されることが意図される。かくして、固定フランジ５２は、外面を介し
て、ビルの骨組に取着けられることが意図され、前記固定フランジ５２の内面、前記ウェ
ブ５１の内面、並びに前記保持フランジ５３の内面は、それぞれ、前記フランジ１５、前
記下部セクション部品１１のウェブ１３、並びに前記シート状の石膏ボード３０の外面と
当接することが意図される。前記固定フランジ５２は、前記骨組に固定する手段が、固定
フランジ５２に前記セクション部品のフランジ１５のプレッシングを妨害しないのに十分
な高さである。
【００３３】
前記中継の固定部品６０は、Ｉ形セクションを有する。これは、固定面６１と、この固定
面と平行で、かつ接続面６３によって前記固定面に接続された保持面６２とを有し、この
部品の幅は、防音アッセンブリの幅より適度に広くなっている。前記接続面６３は、上部
ハウジングチャネル６０ａと下部ハウジングチャネル６０ｂを定めている。
【００３４】
図７に示されているように、前記固定面６１は、ビルの骨組に取着けられるように意図さ
れると同時に、前記接続面６３が第１の防音アッセンブリの上部セクション部品のウェブ
１４と、前記第１のアッセンブリの上方に位置されるように意図された第２の防音アッセ
ンブリの下部セクション部品のウェブ１３と当接されるように意図され、また、保持面６
２は、これと当接するアッセンブリのシート状の石膏ボード３０を有することによって、
２つのアッセンブリを正確な位置に保持するように意図されている。
【００３５】
図８に示された第２の実施の形態の第２の別の形態において、固定は、同一のブラケット
形状の部品５０を用いる。部品は、ねじなどを用いて、固定フランジ５２をビルの骨組に
固定し、ウェブ５１をセクション部品のウェブ１４に固定することによって、前記防音ア
ッセンブリの上部セクション部品に装着されている。
【００３６】
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以下に、前記支持部の２つの異なる実施の形態に係る防音構造体の一面の取着け及び固定
を説明する。
【００３７】
床から天井までのビルのあらゆる壁を絶縁するため、複数の防音アッセンブリ１が、骨組
の少なくとも２つのポストの間で、地面から始まって隣接する上方の防音アッセンブリに
固定される。
【００３８】
図６は、第１の実施の形態に係る２つの防音アッセンブリが示されており、これらは、取
着され、固定されている。
【００３９】
第１の防音アッセンブリ１は、床に固定された木製の底板１ａに当接するように位置され
、この木製の底板１ａに木製のラス（ｌａｔｈ）１ｂをくぎ止めすることによって骨組に
圧しつけられて保持されている。そして、第１のアッセンブリは、上端１６ｃで、ねじ４
１を用いて上部セクション部品のフランジ１６ａを取着することによって、骨組４０のポ
ストに固定される。
【００４０】
第２の防音アッセンブリ１は、前記第１のアッセンブリの上方に装着されている。まず始
めに、前記下部セクション部品１１の組立ストリップ１７は、すでに固定されている第１
のアッセンブリの上部セクション部品１２の溝１８に係合されている。次に、前記ストリ
ップを前記溝に装着し、前記下部セクション部品のウェブ１３を前記第１のアッセンブリ
の上部セクション部品のウェブ１４上に位置させ、そして、前記ポストにアッセンブリを
圧しつけるように、前記アッセンブリは、ビルの骨組の方へ傾斜される。最後に、この第
２のアッセンブリは、上部セクション部品のフランジ１６ａを前記ポストにねじ留めする
ことによって固定される。
【００４１】
図７は、第２の実施の形態とこの実施の形態の別の第１の形態とに関し、取着されて固定
されている２つの防音アッセンブリを示している。
【００４２】
まず、２つの部品５０は、それぞれ、フランジ５２によって、ビルの骨組４０の調整され
た２つのポストに固定され、これら部品は、ウェブ５１の外面を介して地面に当接してい
る。次に、防音アッセンブリ１は、固定部品５０の内側で、締結されている。前記アッセ
ンブリは、前記部品５０のフランジ５３によって先端がかぶせられるように、垂直な位置
に保持される。このアッセンブリは、２つのポストの領域で、アッセンブリの上部エッジ
面上に装着された２つの中継の固定部品６０を用いて骨組に固定されている。固定面６１
の下部は、ポストと、前記上部セクション部品のフランジ１６との間に挿入され、保持面
６２は、第１のアッセンブリのシート状の石膏ボードに圧しつけられた下部と、上部セク
ション部品のウェブ１４に当接した接続面６３とを有する。かくして、前記部品の下部チ
ャネル６０ｂは、前記防音アッセンブリの上部エッジ面の部分の上を覆う。そして、固定
面６１の上部６１ａは、前記部品を固定し、前記アッセンブリを正確な位置に硬く保持す
るように、前記協働するポストにねじ留めすることによって固定される。
【００４３】
前記固定部品の上部チャネル６０ａは、第２のアッセンブリを収容するハウジングとして
作用し、このアッセンブリの下部セクション部品１１のウェブ１３は、前記部品の接続面
６３に当接している。前記第１のアッセンブリの固定と同様に、２つの部品６０は、前記
第２のアッセンブリの上端に取着され、このアッセンブリの上部エッジ面は、新たな部品
の下部チャネル６０ｂ内に収容され、次に、これら部品は、前記第２の防音アッセンブリ
を固定するように、これら面６１によってポストに固定される。
【００４４】
前記部品６０の保持面６２の外面と、前記部品５０のフランジ５３の外面とが、シート状
の石膏ボード３０を覆うように意図された装飾面を取着するための支持部として作用され
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ることができることが理解される。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図１は、本発明の第１の実施の形態に係る防音アッセンブリのセクションに関
する図である。
【図２】　図２は、本発明の第２の実施の形態に係る防音アッセンブリのセクションに関
する図である。
【図３】　図３は、ビルと関連し、本発明の第１の実施の形態に係る防音アッセンブリを
有するマス－スプリング－マス形式の防音構造体の側面図である。
【図４】　図４は、第２の実施の形態に係る防音アッセンブリに固定するために用いられ
る部品の側面図である。
【図５】　図５は、第２の実施の形態に係る防音アッセンブリに固定するために用いられ
る部品の側面図である。
【図６】　図６は、第１の実施の形態に係る、ビルの骨組みの一平面上にある部分的な防
音構造体のセクションの図である。
【図７】　図７は、第２の実施の形態に係る、ビルの骨組みの一平面上にある部分的な防
音構造体のセクションの図である。
【図８】　図８は、第２の実施の形態に係る、ビルの骨組みの一平面における部分的な防
音構造体セクションの図である。

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】 【図７】
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